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【昨日の市況概要】 公示仲値 109.01

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 108.99 1.1014 120.05 1.3022 0.6753
SYD-NY High 109.06 1.1039 120.23 1.3110 0.6754
SYD-NY Low 108.58 1.1007 119.77 1.2979 0.6700
NY 5:00 PM 108.94 1.1031 120.19 1.3091 0.6722

NY DOW 28,859.44 124.99 日本2年債 -0.150 ▲2.00bp     
NASDAQ 9,298.93 23.77 日本10年債 -0.060 ▲2.00bp     

S&P 3,283.66 10.26 米国2年債 1.4138 0.20bp        
日経平均 22,977.75 ▲ 401.65 米国5年債 1.4083 0.49bp        
TOPIX 1,674.77 ▲ 25.18 米国10年債 1.5899 1.02bp        

ｼｶｺﾞ日経先物 23,210.00 ▲ 40.00 独10年債 -0.4065 ▲2.70bp     
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,381.96 ▲ 101.61 英10年債 0.5410 2.60bp        

DAX 13,157.12 ▲ 187.88 豪10年債 0.9580 ▲6.55bp     
ﾊﾝｾﾝ指数 26,449.13 ▲ 711.50 USDJPY 1M Vol 5.48 0.45%
上海総合 - - USDJPY 3M Vol 5.53 0.32% 　

NY金 1,583.50 13.10 USDJPY 6M Vol 5.71 0.19%
WTI 52.14 ▲ 1.19 USDJPY 1M 25RR -1.45 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 171.14 ▲ 1.81 EURJPY 3M Vol 6.12 0.28%
ドルインデックス 97.86 ▲ 0.13 EURJPY 6M Vol 6.27 0.23%
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

1月30日 19:00 欧 ｻｰﾋﾞｽ業信頼感指数 1月 11 11.3
19:00 欧 失業率 12月 7.4% 7.5%
22:30 米 GDP(年率/前期比) 4Q A 2.1% 2.0%
22:30 米 個人消費 4Q A 1.8% 2.0%
22:30 米 ｺｱPCE(前期比) 4Q A 1.3% 1.6%
22:30 米 新規失業保険申請件数 25-Jan 216k 215k

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

1月31日 08:30 日 東京コアCPI 1月 0.8% 0.8%
10:00 中 製造業PMI 1月 50 50.2
10:00 中 非製造業PMI 1月 53 53.5
19:00 欧 GDP(前年比) 4Q A 1.1% 1.2%

2月1日 00:00 米 ミシガン大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ・確報 1月 99.1 99.1

【マーケット・インプレッション】 WHO緊急事態宣言を受け、懸念が後退

　

■今週のドル/円　見通し当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大懸念から、海外市場のﾄﾞﾙ円は上値を押さえられ、108.77まで下落し、108.78ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は、
米第4四半期GDP(前期比年率/速報値)が予想を上回る一方、構成指数の個人消費が予想を下回り、ｺｱPCEも予想を下
回ったことから、ﾄﾞﾙ円は一旦上下するが、その後は狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続く。軟調に寄り付いた株式市場が一旦下げ渋
る展開に、109.01まで戻す局面もあったものの、その後ﾀﾞｳが大幅に下落する展開や、米金利が低下する動きに108.65まで
下落する。午後はｼｶｺﾞで人から人へのｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染が確認されたとCDCが発表したことを受け、108.58まで下押しする。
WHOの記者会見では、緊急事態を宣言したものの、中国の対応を評価し、今後も中国が感染拡大をｺﾝﾄﾛｰﾙするだろうと
楽観的な見方を示したことから、株式市場が急速に戻す展開に、ﾄﾞﾙ円も買い戻しが強まり、更に株式市場引け後に発表
された米ｵﾝﾗｲﾝ小売大手の予想を上回る決算発表を受け、109.00まで戻し、108.94ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは海
外市場で狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続き、1.1023ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は低下していた米金利が落ち着く展開に、ﾄﾞﾙ買い戻し
が強まり、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1016まで下押しするが、その後は米10年債金利が1.54％を下回る動きに1.1038まで戻す。午後は、
WHOの記者会見内容を受けﾕｰﾛ円の買いに1.1039まで戻すが、米10年債金利が1.59％まで急速に戻したことからﾄﾞﾙ買い
が強まり、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは上値を押さえられ、1.1031ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。

東
京

東京時間のﾄﾞﾙ円は108.99ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。ｺﾛﾅｳｨﾙｽにかかる感染拡大報道が続く中、日経平均株価が23,000円を割り込む
展開、台湾株も4%超下落するなどｱｼﾞｱ株の大幅安とともに円買いが進行。ﾄﾞﾙ円は一時108.85円まで値を下げた。その後
も上値の重い展開が続き、結局108.92ﾚﾍﾞﾙで海外に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､108.92ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡目新しい材料に欠けるなか､横ばい推移｡108.78でNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､
1.3011ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡市場予想が利下げか据え置きかでほぼ半々で割れていた英政策金利が据え置きと発表され､1.3104
まで急伸｡1.3090ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡
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19:00 欧 失業率 12月 7.4% 7.5%
22:30 米 GDP(年率/前期比) 4Q A 2.1% 2.0%
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【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

1月31日 08:30 日 東京コアCPI 1月 0.8% 0.8%
10:00 中 製造業PMI 1月 50 50.2
10:00 中 非製造業PMI 1月 53 53.5
19:00 欧 GDP(前年比) 4Q A 1.1% 1.2%

2月1日 00:00 米 ミシガン大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ・確報 1月 99.1 99.1

今週は米国・英国における金融政策決定会合、米企業の本決算発表などイベントが目白押しであったが、ドル円は

109円付近で落ち着いた値動きとなっている。28-29日の日程で行われたFOMCでは、政策金利を全会一致で据え置

き、IOERの+5bp引上げが決定されたほか、声明文で景気認識とインフレについて若干弱気な修正が加えられた。パウ

エル議長会見では、景気拡大が続く状況にも拘らずインフレ率が2%を下回っている現状について「満足していない」と

コメント。インフレ率の改善を狙ったFedのハト派姿勢は暫く継続するだろう。BOEはカーニー総裁体制下で最後のMPC
を30日に開催、政策金利の据え置きを決めた。市場予想は据え置きor利下げの予想が半々だったものの、決定は７

対２で市場予想ほどBOEが利下げを急いでいないことが示唆された。ポンドは会合後に反発している。また、昨日WHO
が新型コロナウイルスの感染拡大について「公衆衛生上の緊急事態」を宣言した。ウイルス感染拡大を巡り懸念や混

乱が広がっていたが、緊急事態宣言後はウイルス対策が加速的に進むとの期待から、円など安全資産が売られる展

開となった。

本日のドル円は底堅い推移を見込む。新型コロナウイルスへの懸念からリスクオフが進んできたが、感染拡大による

経済的影響がどの程度なのか予測がつき始めていることや、WHOの対応により懸念が後退している。109円割れでは

実需の買いも観測されているため、下げ渋る展開を予想している。(谷舗)
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